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- 16I 17世紀を中心に -
仲松優子
は じめ に
ァ ン シア ン ･ レ ジ ー ム 期の フ ラン ス にお いて ､ 裁判制度の 整備 ･ 拡充は ､ 王権にと っ て
常に重要な関心事 で あり続けた｡ 司法制度の 整備 ･ 改革は ､ 絶対 王政の確立の歴史と共 に
歩んで いく こ とになる｡ よ っ て ､ ア ン シア ン ･ レ ジ ー ム 期の裁判制度の 整備
･ 改革の 歴史
をた どっ て いく こ とは ､ 絶対王政の確 立と進展 ､ ある い はそ の 不十分であ っ た側面を描き
出すこ とに つ ながるだろうo 特に ､
一 地方にお ける裁判制度の整備を考察するこ とは ､ 地
方 - の フ ラ ン ス 王権の浸透と､ . 地方 にお ける王権の実際を考察する こ とになる ｡
また､ 立法 ･ 行政 ･ 司法 の分立が明確で なか っ た時代にお い て ､ 裁判権を保持する こ と
は当時の諸権力 の基盤で あっ た し ､ また裁判権行使は ､ そ の権力 の 明確な発露の機会 と な
っ て いた ｡ そ のため ､ 裁判制度改革は諸権力 の 争点とな っ て い る｡ こ こで は ､ バ
ニ ラ ン グ
ドッ ク地方 (Bas-L angudo c) を考察の
一 地方とし､ こ の地方にお ける 王権をは じめとする
諸権力 の せ めぎ合い をみて いく o それ を通 して ､ 王権対地方権 九 あるい は 王権対領主権
力 という単純な対立関係の みならな い ､ 地方 における諸権力間 の関係 を複合的に みて いく｡
以上 の様な問題 関心か ら､ まず第 l 章で ､ フ ラン スJn ア
ン シア ン ･ レジ ー ム期の裁判制
度の整備と改革の歴史を概括 し､ 続 いて第 2 章で 臥 バ ニ ラ ン グ ドッ ク地方にお ける裁判
制度改革の実際の導入 の過程や ､ そ の際に繰り広げられた論争に つ いて まとめ る｡
1
.
ア ン シア ン ･ レ ジ ー ム 期の国王通常裁判所
バ = ラ ン グドッ ク地方における裁判制度改革の 実施と論争をみて いく前に ､ 本章で は ､
前提 として ､ フ ランス 王国にお ける国王通常裁判所 に つ い てまとめ るa
国王裁判所 乱 国王通 常裁判所と ､ 国王特別裁判所 の 二種に わける こ とができる o 本稿
では ､ 裁判制度の基本的枠組み を形作る国王通常裁判所 を問題 とする｡ 国王通常裁判所は､
下級か ら言 っ て ､ 概略 ､ プ レ ヴオ ー 裁判所 (priv6t6s)､ バ イイ ･ セ ネシヤ ル裁判所(b ailli呼 S
etsin6chau ss6es), プ レ シ ディ ア ル裁判所 (pr占sidia 拡)､ そ して頂点に高等法院 (par1e mer[ts)
が存在 した1｡ 以下で は ､ それぞれの 裁判所に つ い て発祥の歴史と､ 当時の裁判制度改革の
文脈の なかで の間者点をまとめ る｡
■(1) プ レヴオ ー 裁判所
こ の ､ 国王裁判所 の第 - 審裁判所の創設 は ､ 11世紀に遡り､ 国王裁判所の中で最も古 い ｡
プ レヴオ ー と いう名称は ､ 王国内で最も 一 般的なも の であ っ た が､ 地域に よ っ て は ､ 同等
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の権限の別 の呼称 を持 つ役人も存在して いた o ノ ル マ ンデ ィ ー 地方 (N or m andie) にみ られ
る ヴイ コ ン ト(vico mte) や ､ 南仏 の ヴイ ギ ェ (viguier)､ パイ ル (ba;yle)､ ジ ュ ッ ジ ュ Guge)
な どで ある2o
プ レ ヴオ ー 裁判所 の管轄権は ､ 1536年 の 王令に よ っ て規定され たo 貴族 に蘭わ る案件や ､
国王専決事件 (G as royaux) な ど特別 な案件 を除い て は ､ 民事 ･ 刑 事訴訟に お いて ､ 多く の
場合プ レヴォ - 裁判所が ､ 国王裁判所と して は初審で あるo また領主裁判所判決の 上訴も､
受け入れる権限を有して いた3｡
プ レ ヴォ - 裁判所 は ､ 農村にお いて は重要な役割を担 っ て い たが ､ 都市にお いて は ､ 同
じ国王裁判所で あるバ イ イ裁判所と競合状態にあるケ ー ス が みられた｡ そ のた め､ 15 61年
の 王命で は ､ こ の場合の プ レ ヴオ ー 裁判所 は廃止する よう命じられた㌔ こ の オ ル レア ン 王
令に対するバ ニ ラ ング ドッ ク地方の 反応 に つ い て は ､ 次章で考察す る0
(2) バ イイ裁判所お よび セ ネシ ヤ ル 裁判所
バイ イ裁判所 とセネ シ ヤ ル 裁判所は ､ 同等 の 審蔽 に相当するが､ どちらが創設されたか
は 地域に よ っ て異なる ｡ 大まか に言 っ て ､ 北 フ ラ ン ス で は バイ イ裁判所が､ 南フ ラン ス で
はセ ネシヤ/ レ裁判所が ､ 12世糸己末より各地で創設され始め るo
ただ し､ 全て の バ イ イ裁判所が同等の裁判権を持 ち､ 同等の 地位 に いたわ けで はな い ｡
これは､ 1 789 年の全 国三部会開催のた め の選挙 の 際に ､ バイイ管区が ､ 第 - バ イイ裁判所
管区 (bail1i喝eSPrincipa 皿)､ および第ニ バイイ裁判所管区 (badli喝 eS S eC O ndaires) の 二 つ に
区分されて いた こ とに 示唆的で ある ｡ またこ の 区分は ､ これ以前に最後に 開催された 1614
年 の 三細会開催時にも既 に存在 してい たo 第 - バ イイ裁判所 は い く つ か の 第ニ バ イイ 裁判
所を管轄下に置い て い た5｡ 本稿が扱う史料で は ､ こ の 区分 を表す言葉は見 られ ない が､ バ
イイ ･ セネ シ ヤ ル 裁判所 の 間に ､ 権限の 格差が存在する こ とは ､ ･ 以下で論 じる ように ､ 明
白で ある｡ こ の バ イイ ･ セ ネ シ ヤ ル裁判所間に横たわる格差が ､.ラ ン グ ドッ ク地方におけ
る ､ バイイ ･ セネ シヤ ル裁判所間の長期に わたる権限の優越をめ ぐる争い を生み出 した｡
(3) プ レ シデ ィ ア ル裁判所
プ レ シディ ア ル裁判所は ､ バ イイ ･ セネ シ ヤ ル裁判所と､ 高等法院の中間審と して ､ 1552
年 ､ ア ン リ2世 (Hemi Ⅱ､ 在位 154 7- 155 9年) に よ っ て ､ 全国に 60箇所創設され ､ ア ン
シ ア ン ･ レジ ー ム末期まで ､ 各地で増設され続ける6o
プ レ シディ ア ル 裁判所は ､ 独立 した裁判所で はなく･､ すで に設置されて い たバ イイ裁判
所やセ ネシ ヤ ル裁判所内に付設された裁判所で あ っ た｡ その法廷内で ､ プ レ シデ ィ ア ル案
件 ､ バイ イ ヤ セネシ ヤ ル案件が ､ 分けて訴追されて いた7｡
B 中世における ､ バイイとセネシ ヤ ル の相違 ､ またそ の属官と して のヴ イ コ ン ト､ ヴィ ギ = ､ パ イ ル ､ ジ
ュ ッ ジ ュ に つ い ては以下を参照｡ .高 山博 ｢フ ィ リ ップ 4世 (12 8 5- 1 3 14) 治世下の フ ラ ン ス の競治構造 -
バ イイとセネ シ ヤ ル ー +『史学雑誌』 第10 1編 ､ 1 9 9 2年11月 ､ p p.1･3 8.
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ア ン シア ン ･ レ ジ ー ム 期 バ ニ ラ ン グ ドッ ク地方に お け る裁判制度改革 - 1 6･ 17世紀 を中心 に -
すなわ ち､ プ レ シディ ア ル裁判所 の創設以降､ 同 じセネ シ ヤ ル裁判所 の なか でも ､ こ の
プ レ シディ ア ル案件 を訴訟できる か否か に よ っ て ､ 格差が生 じてく るわけで ある ｡ そ もそ
も存在して いたバ イ イ ･ セ ネ シヤ ル裁判所間の権限の格差に加 えて ､ こ の点 こそ が ､ バ イ
イ ･ セネ シ ヤ ル裁判所間の 争点と なっ て い た｡
(4) 高等法院
地域にお ける国王裁判所体系にお いて ､ 高等法院は頂点に位置する o 高等法院は ､ 国王
- の建 白や ､ 王令の登録拒否を駆使 し､ 絶大な政治的影響力を持 っ て い たo ラン グドッ ク
地方(Langu edo c) の高等法院で ある ､ トゥ ル ー ズ高等法院(p肝1e m entde To ulotLS e) は ､ 1 420
年に創設 されて い るo
バイイ ･ セネ シヤ ル裁判所間の 管轄権争 い の 問題 には ､ 高等法院も関与 してく る ｡ 高等
法院は ､ セ ネシ ヤ ル 裁判所やプ レ シディ アル 裁判所設置 を命ずる 王命を､ 登録拒否する こ
とが できたか らで あるo セ ネシ ヤ ル 裁判所 の管轄権をめ ぐる争い にお い て は ､ 高等法院を
味方 に つ ける こ とが､ 重要な戦略の 一 つ にな っ てくるだろうo
2. バ ニ ラ ング ドッ ク地方 にお ける裁判制度改革
本章では ､ バ ニ ラン グ ドッ ク地方にお ける裁判制度改革をめ ぐっ て繰り広げられ た諸権
力 の攻防をみて いくが ､ こ こで特に間膚とな っ てくる の は ､ セ ネシ ヤ ル裁判所設置の 問題
で ある｡ セネシ ヤ ル裁判所は ､ 国王裁判所 の 中でも最も有効に機能 し､ また高等法院と 比
較しても､ そ の 土地と地域住民に密接な関係 の あっ た裁判所で ある｡ また管轄権争 い でも､
セ ネ シ ヤ ル 裁判所は ､ 国王権力 の 代理人と して ､ 領主裁判所や ｢古くか ら+ その 土地に存
在 して い た各種裁判所と の 間で俄烈な争い を行 っ て い たo よ っ て ､ セネ シ ヤ ル裁判所設置
をめ ぐる権力闘争は ､ 地域における諸権力の 地域における優越性を確保する戦い で あっ たo
ただ し､ 後述す る ように ､ これ らの戦い は諸権力の 単純な二項対立的関係を浮き彫 りにす
るもの で はなく ､ 諸権力 は自らの利益に の っ と っ て ､ ･ 相互 に手を結ん で いくo
以下で は ､ セネシ ヤ ル裁判所新設 をめぐっ て大きな転換点とな っ た.16世紀と 1 7世紀の
状況 を年代順に追い ､ 最後に ヴイ ヴァ レ地方内部における主張 の相違を考察するた めに､
こ の 地方の オル レア ン 王令 (1561年) - の反応をみて いく o
(1)16世紀
ラ ン グ ドッ ク地方8には 13 世紀の段階で ､ カ ル カ ソ ン ヌ(Carc as o n e)､ ボケ ー ル(Be atlCaire.
後 ､ ニ ー ム に移動)､ トゥル ー ズ (To ulotLS e) の三 つ の セネシ ヤ ル裁判所管轄区が存在した
が ､ これ以降､ それぞれ の セネシ ヤ ル裁判所管轄区の 一 部が分離 して ､ 新たなセ ネシ ヤ ル
裁判所管轄区が創設され るこ とになるo バ ニ ラ ン グ ドッ ク
■
地方に は ､ 1789 年時点で ､ 七 つ
8 ラ ングドッ ク地方には､ オ ニ ラ ングドッ ク地方 (Haut
･ Langtledoc) とバ ニ ラ ングドッ ク地方が存在して
いた｡ これは ､15 4 2年 の フ ラ ン ソ ワ 1世(Fr a n90isle r､ 在位 1515 - 1 5 47年)による
◆
総徴税管区(g6n6ra3itる)
改革の 際に導入された区分である ｡ オ ニ ラ ングドッ ク地方は､ ラ ングドッ ク地方西部の トゥル ー ズ給徴税
管区 (gるn6rd it6 de Toulo u s e) を指 し､ バ ニ ラ ングドッ ク地方とは､ ラ ング ドッ ク地方東部の モ ン プリ エ
冷徹税管区 .(g占nるralit占de M ontpeme r) の こ とであるo
27
選
%
怠…
lq
qi:-
･B
'
L
S
芸毒
B嶺
毒登
Z ヽ
‥ ＼
喋 勺
愉H
'
J,1
'(
●
ヽ ′
′
/
I
I
/
′ ′
-
-
′
′
- - ′
i
O
J
牧 人 ミ
芋 蔓
＋L
b
,1
一 ､
＼ Ir1
ヽ ll
ヽ て
ヽ
ヽ
I rK
l ･1
d - :ヽ ′＼ ′
､ _ ･只
⊥ゝ
ー
･R
●
ヽ
ヽ
′
′ ､
､ ∴ ,
ヽJ ′ ′
ヽ /
ノ
J ′
ヽ
ヽ ′
-
､
ヽ
ヽ
′
/.
t(
I
J
-
ヽ
中
⊥
○
ヽ
ヽ
A
卓
令
＋>
＋
L
”
,1
l卜
!l
･k
/
■
■■ 一 ′
ヽ
ヽ
ヽ
′
/
′
(
,
- ■
′
′
I
′
ノ
′
ヽ
し
ー
也
#
蜘
堤
朝
鮮
悼
叫
5
_ 蕊
- ■
ヽ
&
ム
0
o H
ヽ･
王卜
'r
.
iD
ユ
～
班
＋
L
lI
℃ヽ
I
r<
rl
ヽ-
モ､
＋
J.
)I
ry
O
′
■ - -
■ 一
†く
1ト
t)
○
r<
Jt
!ト
ト
q>
○
き吉 ㌔至
fl ､C
..i
､
○
ァ ン シ ア ン ･ レ ジ ー ム 期 バ ニ ラ ン グドッ ク 地方に お ける裁判制度改革
- 1 6･ 17世紀を中心 に -
の セ ネ シ ヤ ル裁判所が存在 したo モ ン プ リ エ(Mor(tpellier)､ べ ジ ェ(B6ziers)､ ニ
ー ム(N^- e s)､
マ ン ド(Me nd) (バ イイ裁判所)､ ル - ビ ュ イ (LePuy)､ ア ノネ (Amo n ay)､ ヴイ ユ ヌ
ー ヴ
= ド ニ ベ ル (Ⅶ1en eu v e-d -Berg) で ある
9
o
ニ ー ム ･ セ ネシ ヤ ル裁判所は ､ そ の創設が 13世
紀に遡るが ､ 残 りの セネシ ヤ ル裁判所 の設置は ､ 1 6世紀と 17世紀､ そ してヴィ ヴァ レ地方
には 1780 ･ 81年になされた. しか し､ こ の 各裁判所設置 の際には ､ 国王や様 々 な地方権力
の政治的 ･ 財政的思惑を背景に政治的駆け引きが行 われ ､ 設置 を命 じる王命は度重 なり ､
またそ の 王命は多く の場合 ､ 廃止 に追い込 まれ た｡ こうした粁余曲折を得て ､ ア ン シア ン
.
レジ - ム末期 には ､ 七 つ の セネシ ヤ ル裁判所が設置されて いた の であるo
セ ネシヤ ル裁判所新設 の問題 は ､ プ レ シデ イ アル 裁判所 の 誕生 の 時期と重な っ て いたた
め に ､ さらに複雑な様相を呈 して いく こ ととなる ｡ こ こ で 臥 その プ レ シデ ィ ア ル裁判所
が誕生 し､ ラン グドッ ク地方 にお ける セネシ ヤ ル 裁判所設置の 第二 の波と言える 1 6世紀に
お ける状況をみて いく D
16世紀､ バ ニ ラ ン グドッ ク地方で最初に設置されたセ ネシヤ ル裁判所は ､ べ ジ ェ
･ セネ
シ ヤ ル裁判所で あるo これ 臥 152 8年 ､ カ ル カ ソン ヌ
･ セネ シ ヤ ル 裁判所 から分離 して設
置されたもの で ある｡
次 に設置されたの は ､ モ ンプリ エ ･ セ ネ シヤ ル裁判所で あり､ これは 1551年､ ニ
ー ム ー
セネ シ ヤ ル 裁判所 か らの 分離に よ っ て新設されたo こ の年は ､ プ レ シ デイ ア ル裁判所が誕
生 した年として ､ 裁判制度機構 の 変更の うえでも重要な年で あっ た｡
1552年 (旧暦で は 151年)1月 ､ ア ンリ 2世は ､ 高等法院とバ イ イ裁判所 の中間審とし
て ､ プ レ シデイ ア ル裁判所 を､ フ ラン ス 王 国全土に 60箇所 ､ 設置した｡ これに ともな っ て ､
ラ ン グ ドッ ク地方にもプ レ シデ イ アル裁判所が導入され る こ とに なり ､ 13 世紀創設 のカ ル
ヵ ソ ンヌ ､ ニ ー ム ､ トゥル ー ズ ､ また152 8年に創設されたばか り の べ ジ ュ にも､ プ レ シデ
ィ ァ ル裁判所が設置される こ とに な っ た o モ ン プリ エ には ､ こ の 王命発布 の 際に ､ すぐに
プレ シデイア ル裁判所が設置される こ とは なか っ たが､ こ の直後､ 同年 10月 の 王今に より ､
プ レ シデ イア ル裁判所付設 へ とラ ン クをあげて い る
10
.
16 世紀最後にヤネシ ヤ ル裁判所が設置され るの は ､ ニ
ー ム ･ セ ネシヤ ル裁判所 の管轄下
にあ っ た､ ル エ ビ ュ イで あるo 1558 年､ ル エ ビ ュ イ には ､ セネシ ヤ ル裁判所設置と同時に
プ レ シディ ア ル裁判所が設置され るはずで あっ たが､ ニ
ー ム の 裁判官らとラ ン グドッ ク地
方三部会 (EtatsdeL angu ed拡) が これに反対 し ､ 結局 ､ セネシ ヤ ル裁判所の みが設置され る
ことになり､ プ レ シデ イ アル 裁判所設置には ､ 1689年 を待たなけれ ばならなか っ た
II
o
以上 みてきたとおり､ 16世紀に創設 されたバ ニ ラ ン グ ドッ ク地方のセネ シヤ ル 裁判所の
うち､ モ ン プリ エ とル エ ビ ュ イは､ ニ
ー ム ･ セネシヤ ル裁判所管轄区からの 一 部分離に よ
っ て ､ 新設されたの で あ っ た. F= - ム ･ セネシ ヤ ル裁判所は ､ 自らの権益の 削減に危機感
を抱い て いた こ とだろう｡ ル - ビ ュ イ - の プ レ シデイ ア ル裁判所設置には反対 し､ 設置は ､
一 時的 に見送られ る結果とな っ て い る｡ ㌧か し､ ニ ー ム ･ セネ シヤ ル裁判所の戦い は ､ 17
世紀､ ますます厳しい状況に追 い込まれ る こ とになる｡
9 地図は以下 を参駄.血
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伸也優子
(2)1 7世紀
1 635年 ､ ラ ン グドッ ク地方三部会 は ､ ロ デ ズ (Rode z) お よび ル エ ビ ュ イ - の プ レ シデ ィ
ア ル 裁判所設置に反対 して い る o トゥル - ズ高等法院は ､ ロ デズ - の設置王令に つ い て は ､
登録を認 めたもの の ､ ル エ ビ ュ イ - の 設置に つ い て は ､ 登録を 一 旦拒否 した D しか し､ つ
い に は王令に従 い ､ ル - ビ ュ イにも ､ プ レ シディ ア ル裁判所が設置され る こ と とな っ た
12
｡
未だ､ ニ ー ム ･ セネ シ ヤ ル 裁判所の 管轄下に置 かれて いた ヴイ ヴァ レ地方 は ､ ニ ー ム ･
セ ネシ ヤ ル 裁判所 にと っ て ､ 非常に重要な管轄区域と理解され て い た ｡ ヴイ ヴァ レ地方に
セ ネ シヤ ル裁判所 を設置する と いう試みは ､ こ の 1 7世紀に頻繁になされた｡ 結局設置され
る のが 18世紀後半になる と いう､ こ の長 い戦い をみて いく こ とは ､ ヴイ ヴァ レ地方をめ ぐ
る諸権力と国王 間の権力 関係 とせ め ぎあい ､ そ して そ の戦略 を理解する こ とに つ ながるだ
ろう｡
1 631年､ 国王 は ､ オ - ヴイ ヴァ レ (Haut-VIV aris) お よびバ - ヴィ ヴァ レ (Ba s-Viv arais)
の バイ イ裁判所に高等法院 - の 直接上訴機関として の地位 を認 める ¢ しか し1 632年に開催
されたラ ン グ ドッ ク地方三部会で は ､ こ の 王令を廃止 する こ とを国王 に請願する こ とが議
決されたo 同年 ､ こ の 王命は廃止 に追 い 込まれ る
13
｡ ただし ､ こ の措置は ､ ニ ー ム ･ プ レ シ
デ ィ ア ル裁判所が 1年に 2 回こ の地で裁判を開催する こ と を交換条件として い た
14
o
1636 年, オ - ヴイ ヴァ レお よびバ - ヴィ ヴァ レ地方は ヴア ラ ン ス ･ プ レ シデ イ ア ル裁判
所 (Prisidial de Ⅶ e n ce) 管轄下 に編入され るo しか し､ ヴィ ヴァ レ地方が ､ ヴア ラン ス ･
プ レ シディ ア ル裁判所管轄区に置 かれる こ とに な っ て も ､ ニ ー ム お よび ヴア ラ ンス ･ プレ
シディ ア ル裁判所双方 は ､ ヴイ ヴァ レ地方が自ら の管轄に置かれ る 正当性 を主張 しつ づ け､
国王に請願書を操出して い たo 1643年には ､ これを受け､ ヴイ ヴァ レ地方の訴訟 の ために ､
プリヴァ (Privas) に法廷 (Chambr e) が 設置され る こ と にな っ たo こ の 法廷は ､ ヴア ラ ン
ス
ノ
･ プ レ シデ イア ル 裁判所 の 評定官からなるも の で ､ 判決は 必要と あらば､ プ レ シディ ア
ル 裁判所判決相当とな っ た15｡ しか し結局 ､1649年 こ の法廷も廃止され ､ ヴイ ヴァ レ地方は ､
再 び ニ ー ム ･ プ レ シディ ア ル裁判所 の管轄に置かれ る こ ととなる
16
｡
一 方､ ヴイ ヴァ レ地方の国 王裁判官たちは ､ ヴア ラ ンス ･ プ レ シデイア ル 裁判所 の管轄
下に組み入れ られ ､ プリヴァ で法廷が設置されて い た間も ､ 自らが高等法院 - の直接上訴
権をもつ バイイ裁判所となる こ とを､ 望み続けて いた
17
｡
1657 年に はヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル とマ ン ドに セネ シ ヤ ル 裁判所設置の 王命が出される
が ､ ラ ン グドッ ク地方三部会と土 - ム ･ プ レ シディ ア ル 裁判所 お よび ニ ー ム 市が これに反
対 した｡ そして ､ 翌年 1 658年に は両都市の管轄地方で あるヴィ ヴァ レ地方お よびジ ェ ヴオ
ー ダン地方 は ､ 再度､ ニ ー ム ･ プ レ シディ アル裁判所管帯下 に置かれ るこ とに なる
1S
.
1665 年に 臥･プリ ヴァ で法廷を開く こ とを条件に ､ ヴイ ヴァ レ 地方の バ イイ裁判所に刑
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ア ン シア ン ･ レ ジ ー ム 期 バ ニ ラ ン グドッ ク地方に お ける裁判制度改革
- 16 I 1 7世紀を中心 に -
事訴訟の 管轄権が 静め られ､ 民事訴訟に つ い て は高等法院 - の 直接上訴 を行う裁判所 と し
て の 地位が与えられた
19
｡
これ に対 して ､ またもやラ ン グ ドッ ク地方三部会は ､ 16 66年 ､ 廃
止 を求めた
20
o こ の王令も1672年には廃止 に追い 込まれ る
2l
D そ の代わり ､ ニ ー ム ･ セネ シ
ャ ル裁判所は ､ 5月 1 日か ら8月未まで の約 4 ケ月 間､ ヴィ ヴァ レ地方における裁判の ため
に､ 10人 の裁判官をこ の 地に派遣 しなければならない こ ととなっ たo こ の訴訟期間は ､ 1 681
年 には 3 ケ月 に縮小され ､ さらに こ の決定が完全 に遂行 される こ とは ､ 稀で あっ た
22
o
ニ ー ム は ､ 創設 される裁判所 の 官職価格を国王 に支払うこ と に よ っ て ､ 新たなセネシ ヤ
ル裁判所創設を食い止 め ようと画策したo それに よ っ て ､ 1780
･ 81年 の ヴイヴァ レ地方の
セ ネシ ヤ ル裁判所創設まで ､ ラ ン グ ドッ ク地方の セネ シ ヤ/レ裁判所管轄区と して 臥 最大
の管轄区を保持 し続ける こ とになる
ヱ3
｡
ヴイ ヴァ レ地方 - の セネ シ ヤ ル 裁判所導入 の度重なる失敗の 要因に は ､ ニ
ー ム ･ セネ シ
ャ ル および ニ - ム 市の 強 い反対があ っ たわけで あるが ､
一 方､ セネシ ヤ ル裁判所導入を計
画 して は頓挫させ る国王側 に も思惑があ っ たo カタリナ は ､ 政府側 には ､ セ ネシ ヤ ル新設
を武器に して ､ ニ ー ム から賠償金 を引き出すと いう狙 いが あ っ たの で は ない かと ､ 推察し
て い る24o
(3) オル レア ン 王命 (15 61年) の 波紋
さて ､ これ まで は ､ 主 に セネ シ ヤ ル裁判所設置をめ ぐる ､ 各地方の セネシ ヤ ル裁判所間
の争い をみてきたが､ 本節で は ､ 裁判管轄権をめ ぐる より複雑な紛争の様相 をみて いく ｡
セ ネシ ヤ ル裁判所間の争 い におい て 臥 地方対地方 ､ あるい は都市対都市の対立軸が前面
に押し出されるが ､ 阜もそもその 地方や都市の 内部に は ､ 複雑 で重層的な権力関係が 存在
して い るの で あり ､ こうした様相は ､ 裁判所 の管轄権をめぐる争い の なかでも見えてくる｡
そ の 一 例と して ､ こ こで は ､ オ ル レ ア ン 王命の バ ニ ラ ン グドッ ク地方 - の適応 の 問題 をと
り あげる｡ こ の間題を通 して ､ セネ シヤ ル裁判所設置をめ ぐっ て ニ
ー ム ･ セ ネシ ヤ ル裁判
所 と対立して いた ヴイ ヴァ レ地方 の 内部にもまた､ 裁判権をめ ぐる争いが存在して い た こ
と ､ また裁判所管轄権の 問題 にお い て ､ ヴイ ヴァ レ地方が思想的に ､ ある い は政治的に
一
体とな っ て いたわけで はない こ とが看取で きると思われ る｡
国王裁判所 の第 丁 審に して最も歴史の古い プ レヴオ
ー 革判所 は ､ 都市にお いて は バイイ
裁判所と並存して い るケ ー ス が多々 みられた｡ 国 王はその状況をかんがみ ､ 1561年オ ル レ
ァ ン 王令を発布す るこ とに よ っ て ､ こうした場合はプ レヴオ
ー 裁判所を廃止 しようと試み
た25o
ヴイ ヴァ レ地方 の司法制度上 の重要な都市ヴイ ユ ヌ
ー ヴ - ド ニ ベ ル (Ville n eu v c-de-Berc)
で は､ こ の オ ル レア ン王令の適応が 1707 年間題となる
26
D こ の年､ ヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ
ル の 国王官職着たち (oaciersroy訊 Ⅹ) は ､ 最高国務会議 (co n s eil d
'Etat) に ､ 国王通常裁判
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26 実際に この オ ル レア ン 王命が適応されるの は ､ 1 7 4 9年であるo h m･, p ･3 48･
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仲松優 子
所 b
-
血di血o n royale ordinaire) をバイイ裁判に統合す る こ と を命 じる ように請願 して いた .
こ れに対 して ､ こ の土地に国王 とともに共有領主権を保有して いた ヴィ ヴィ ェ 司教 (6v8qu e
deViviers) が ､ ㌧ベイイ裁判所こ そ が ｢下級審 (stlb altern e)+ で あると反論 し､ 覚書を作成 し
て い る27o 司教は ､ そ の根拠と して ､ 12 84年 の共有領主権協定 を引き合 いに出 して い る｡
12 84年 ､ マ ザ ン大修道院長 (Ab6ede Maz an) と ボケ ー ル ･ セネ シヤ ル の 間で ､ 共有領主
権協定が結ばれた ｡ それ に よ り､ こ の 町 (後 の ゲィ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル) の 所有権と裁判
権の 半分が 王 に譲られる こ とが取 り決め られた ｡ これに は ､ 以下の条件が付 い て いた｡ 第
一 に ､ こ の 町 にヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル とい う名前を付 けるこ と. そ して第二 に ､ 大修道
院長 と ニ ー ム ･ セネ シヤ ル は ､ ジ ュ ッ ジ ュ ､ バ イ ル ､ ヴィ ギ ェ 28､ グ レ フ ィ エ (greqle r)､
セ ル ジャ ン (s ergeHtS) お よび ､ その他 の役人を､ 共通 の裁判権行使 の ために設置す るこ と
が規定された｡ また ､ 裁判を開催 し判決 を下すた めに ､ 双方が費用 を負担 して ､ 共通 の 裁
判所 (M aison c o m tln e) を建 て る こ と､ 第 一 審の裁判官は ､ 民事 ･ 刑事 ともに訴追するが ､
これ は双方で設置する こ とも決め られた｡ ただ し､ 国王と大修道院長 に共有されない 裁判
機関 の ､ こ の士地で の裁判権行使も帯め られたo
13世紀末か ら14世紀初頭と いう時代は ､ ヴィ ヴァ レ地方に王権が 浸透し ､ それ以前か ら
こ の 土地を支配 して いた領主たちと の 間で数々 の協定が結ばれ ､ 諸権力が層をなすように
共存 して いた時代で ある. 13 05年か ら13 08年にか けて には ､ フ ィ リ ッ プ4世(Phihp peIV､
在位 12 S5- 1314) とヴィ ヴィ ェ 示教の 間の 協定 に より ､ ヴィ ヴァ レ地方 の フ ラン ス 王国 -
の併合が取り決 め られた ｡ しか し司教の 行政 ･ 司法 ･ 財務の面 における諸権利は椎持 され
続けるこ とになる29｡ 1320年 から1322年に か けて ､ ヴイ ヴァ レ地方に は ､ ボケ ー ル ･ セネ
シ ヤ ル裁判所 の管韓下に置 かれた バイ イ裁判所が設置され30､ こ の 地方 にお ける国王 お よび
司教の裁判権の 並存が 決定的とな っ た｡ こ の裁判権の 並存状態が ､ 紛争のたね となり ､ ま
た裁判所 の 管轄権が問題となる際に ､ 諸権力 は 自らの 利益たな るよう に これ を解釈 し主張
した の であるo
1707年に覚書を作成したヴィ ヴィ ェ 司教に よれば､ オ - ヴイ ヴァ レ地方とバ - ヴイ ヴァ
レ地方には ､ 二 つ の バイイが設置され ､ バ - ヴイ ヴァ レ地方の バ イイ は ､ ヴイ ユ ヌ ー ヴ -
ド ニ ベ ル に置かれ る こ とにな っ たが､ バ イイは ヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル - の裁判権､ ある
い は こ の都市に対する優越性を主張 し ようとは しなか っ たと言う｡ よ っ て ､ こ の 町で の ヴ
イ ギ ェ とバイイは ､ どちらが優越性をも っ て い るかは比較が出来な い として い る31o
まず､ こ こ で興味深 い の は ､ 王 国の裁判所体系 の 基本的枠組みが､ 通用 して い な い とい
うこ とで ある｡ すなわち､ セネ シ ヤ ル裁判所と ､ それ の下級審として の プ レ ヴォ - 裁判所
I(こ の 地方で は ヴィ ギ ェ) と いう国王裁判所 の基本的イ エ ラル シ
ー が ､ ヴィ ヴィ エ 司教の
覚書において は ､ ｢歴史的に+ 反駁されて い るわけで ある ｡
さらに興味深い ことは ､ こ の 170.7年に作成された覚書が ､ 1776年 の ニ ー ム市で 作成され
たパ ン フ レ ッ トに引用されて い る こ とで ある｡ ヴイ ヴァ レ地方に お けるセ ネ シ ヤ ル 裁判所
設置の問慮をめ ぐっ て は ､ 18世紀にも引き続き ､ ヴィ ヴァ レ地方と ニ ー ム 市の間で論争が
27 以下に ､ 覚書が抜粋され記載されて い る｡ Som m 丘如 de sb
'
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'
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皇8 以上の 官吏に つ い ては ､ 第1章の プ レ ヴォ - 裁判所の節を参照の羊と｡
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ア ン シ ア ン ･ レ ジ ー ム 期 バ ニ ラ ン グ ドッ ク地方 にお ける 裁判制度改革 - 1 6･ 17 世紀を中心 に -
繰り広げられ るが ､ こ の 際 ､ 多く の パ ン フ レ ッ トが作成され ､ 国王 に提出されて い る ｡ ゲ
ィ ヴァ レ地方にすで に設置されて い た バ イイ裁判所が ､ ニ
ー ム ･ セネ シ ヤ ル 裁判所 に従属
して い る点 を確認 し､ 主張 したい ニ ー ム 市は ､ こ の ヴィ ヴィ エ 司教の 覚書を自らの 権利 の
正当化 のた め に利用 して い る の で あるo
ヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル に お ける裁判権 を主張す る ヴイ ギ ェ お よび ､ そ の領主た る司敬
と ､ こ の 土地に対す る裁判権 ( ヴイ ギ ェ 裁判所 の 上位裁判権) を主張する ニ ー ム ･ セ ネ シ
ャ ル 裁判所が ､ 論理的に手 を結ぶ こ とが ､ こ こ に可能となっ て い る ので ある｡
セネシ ヤ ル裁判所新設 の 問題 に対 して ､ ヴィ ヴァ レ地方が 一 体とな っ て ､ ニ ー ム 市 - の
対抗勢力を形成して い たとは 必ず しも言えない こ と ､ また権力者たちがそれぞれ自らの裁
判権の 正 当化を行 うこ とに より
‾
､ 結果として ､ ヴイ ヴァ レ地方の 司法的中心 地たる ヴイ ユ
ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル の 一 部が ニ ー ム 市と結託する可能性があ っ た ことを､ こ こ で は見 て取 る
こ とができるだろうo
おわりに
以上みてきたように ､ 16 世紀の バ ニ ラン グドッ ク地方 におい て は ､ セ ネシ ヤ ル裁判所お
よ びプ レ シデイ ア ル 裁判所 の新設 に伴い ､ 各地域の ､ ニ ー ム ･ セ ネシ ヤ ル裁判所管轄から
の離脱が進んだ｡
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■
世親には､ こ の改革 - の 動きは ､ い よい よ加速化する こ とになる｡ ただ し､ ニ ∵ ム
･
セ ネシ ヤ ル 裁判所 の管轄区域と して最後の 砦とも言えるヴィ ヴァ レ 地方を､ 管轄下 に置き
続けるた めに ､ ニ ー ム は ､ 多く の努力と金銭 をつ ぎ込む こ とになる D
こ の管轄権をめ ぐる争 い には ､ ヴィ ヴァ レ地方三部会と ニ ー ム 市お よび ニ
ー ム ･ セ ネシ
ャ ル裁判所 の 争い とい う軸が最も鮮明に浮き彫 りになるが ､ こ の争い には ､ ラン グ ドッ ク
地方三部会お よび トゥル ー ズ高等法院も関与 して い たo これ らの強力 な後押しの なか ､ ニ
ー ム ･ セネシ ヤ ル裁判所 は､ ゲィ ヴァ レ地方と対時して いた ので ある｡
また ､ ニ ー ム ･ セネ シ ヤル 裁判所に対抗するヴィ ヴァ レ地方内部にお いて も ､ 司法制度
上最も重要な都市､ ヴィ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル の領主権力やヴィ ギ エ な どが ､ ニ ー ム ･ セ ネ
シ ヤ ル と結託する可能性があっ た｡ ヴイ ヴァ レ 地方内部は ､･
一 丸とな っ て ､ ニ ー ム ･ セ ネ
シ ヤ ル裁判所と の 間の 管轄権をめぐる争い に ､ 立ち向か っ て いたわけではない ので ある｡
18 世紀に は ､ セネシ ヤ ル裁判所設置をめ ぐる､ 双方の パ ン フ レ ッ ト合戦は ､ また激しい
もの となる｡ 1766年に いたるまで ､ ヴイ ヴァ レ地方三部会を筆頭に､ こ の地方 の r無秩序
な+ 状態を改善するために ､ 国王 - の訴 えかけが続けられる ｡ 1766 年に は ､ トゥ ル
ー ズ高
等法院に よる委員会がヴイ ヴァ レ地方に派遣されるが ､ 結局 ､ 1 767 年 の王令により ､ ヴィ
ヴァ レ地方が ニ ー ム ･ セ ネシ ヤ ル裁判所の管轄権に属する こ とが ､ 再び確蒸された｡
しか し､ つ い に 18世紀末､ ゲイ ヴァ レ地方 には､ 二 つ の セネシ ヤ ル裁判所が設置され卑
に いた る｡ 17 80年に ヴイ ユ ヌ ー ヴ - ド ニ ベ ル を所在地とするバ - ヴィヴァ
■
レ ･ セ ネ シ ヤ ル
裁判所が､ 翌年1 7Sl年に はア ノネに ､ オ - ヴィ ヴァ レ ･ セ ネシ ヤ ル裁判所が創設され る
'こ
とに なっ た｡
178 0･ 81年 にセ ネシヤ ル裁判所が設置される点に ､ ラ ン グ ドッ ク地方にお ける政治文化
の 変容 をみて とる こ とがで きるだろうか o
セ ネ シ ヤ ル裁判所新設 の背後 に は ､ 王国政府 の 財務上 の危機が､ 大きな要因として 存在
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して いたが ､ 1 8世紀 の 一 連 のセ ネシヤ ル 裁判所導入 の動きに は ､ こ の 理 由に加 え､ 民衆の
要求に応えた い と いう国王 の欲求もあ っ た の ではな い か と ､ カ タ リナ は指摘 して い る32｡ノ
こ の 間題に つ い ては ､ 別途改めて論 じたい o
$2 C由 arina, op ･ a
.
t･ , p･10 5･
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